
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

羽ノ浦中学校
「学力向上実行プラン」 〇 「授業３分前着席と全校自主学習ノ－ト」への取り組みの充実 学力向上推進員 委員 校長：川尻 仁和 校長

平井 正美 教頭：吉岡 博文 谷口 宏

〇 「ユニバ－サルデザイン」の視点を取り入れ, ＩＣＴを効果的に活用した 研修主任 教務主任：生田泰之 １年主任：多田幸子 川尻 仁和 印
わかる授業の展開 片山 博文 ２年主任：平井正美 ３年主任：三島令子

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

全教職員による授業参観等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇毎朝のセミナ－学習や自主学習ノ－ ・毎朝のセミナ－や宿題, 自主学習ノ－ト ・「本時のめあて」カ－ドを使用し, この時間
トに落ち着いて取り組めている。 を提出し, 基礎的・基本的な 知識技能を に何を学ぶのかを明確に提示する。
●与えられた課題は取り組めて提出で 積極的に身つけようとする。 ・各生徒がタブレットを使う授業でオ－プン
きるが, その内容を充実させていくこと ・習得した知識を, 他の学習や生活の場 クラスを行い, 学年, 教科の枠をこえて, 教
に課題がある。 面で活用することができる。 員同士で授業参観を行う。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇課題解決に向けての方法を具体的 ・自分の考えを, その場に応じた適切な ・自分の考えを, 筋道を立てて文章に書い
に示すと, 一生懸命取り組める。 言葉遣いで書いたり話したりして積極的 たり話したりして伝える機会を, 学習活動の
●自分の思いや考えを, 筋道を立てて に伝えようとする。 中で意図的に設ける。
話したり文章で表現したりすることを苦 ・間違いや失敗を恐れないで, 他の人と ・ペア学習やグル－プ学習以外にも, お互
手としている生徒が多い。 進んで考えを共有しようとする。 いの意見を共有させる方策を考え, 取り入

れる。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇授業に対する姿勢や与えられた課題 ・授業開始３分前に着席する。 ・授業開始３分前行動を教師も一緒になっ
に対しての取り組みは良好である。 ・各教科の授業や家庭での自主学習に て行う。
●与えられた課題以外に, 自ら課題を 主体的に取り組むことができる。 ・学期に１回「自主勉ラリー」を行い, 学級ご
見つけて計画を立て, 学習していこうと との自主学習ノ－トへの取り組みを公表し,
する意欲が少ない。 家庭学習への意欲を喚起する。

・テストを機会にして学習目標や学習計画
を立て, 家庭学習の習慣化を図る。
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